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絆 
 

地域の未来を考え、 

行動していきたい 

地域を支え合うための 

新しい組織を立ちあげた

い！ 

 

みんなが楽しめる 

空間を作りたい！ 

知ってもらいたい！ 

 

 

地域の資源をもっと 

知ってもらいたい！ 

 

 

 





■絆づくり部門

№ 地 区 団体名 事業名 代表者名 ページ

1 中津西 手賀野地区「絆」会 地域相互の絆つくり 恩田　昭次 2

2 中津南 尾鳩地域防災を考える会 尾鳩地域の防災活動 酒井　孝行 4

3 落合 落合みこし会 落合みこしで地域の活性化事業 多治見　憲二 6

4 落合 下落合石場搗き保存会 石場搗き保存事業 原　勝己 8

5 落合 落合歴史サークル 落合の歴史を学び情報発信事業 玉置　克彦 10

6 落合 スミレ会 落合の植物観察と観察コース整備事業 玉置　克彦 12

7 落合 中山道落合姫宿の会 中山道落合宿の観光客おもてなし事業 紺野　みえ 14

8 阿木 ひな工房「花てまり」 地域に笑顔のエッセンス事業 鷹見　靖子 16

9 阿木 阿木城址保存会 阿木城址遺構の保護及び環境の充実と活性化 安藤　隆示 18

10 阿木 阿木大いちょう保存会 阿木長楽寺の大いちょう保護育成・広報・環境整備 戸塚　智尚 20

11 阿木 楽ｃｋｙ 元気いっぱいキラキラ輝ける時づくり 三宅奈緒美 22

12 阿木 ものづくりの里阿木を紹介する会 ものづくりの里阿木紹介プロジェクト 渡邉　眞平 24

13 神坂 神坂活性化推進協議会 花の里神坂事業 張山　英雄 26

14 山口 山口里山研究会 里山景観形成、里山資源有効活用事業 大島　隆 28

15 坂下 坂下地区郷土文化財保存会 坂下郷土資料館整備事業 早川　英雄 30

16 加子母 かしも野山で子育て会議 加子母自然楽習キャンプ 中島　千秋 32

17 加子母 加子母はいばち研究会 はいばち・山の食文化伝承事業 安江　尚 34

18 加子母 図書ボランティア　ひなたぼっこ ほん※との広場 梅田　好美 36

19 付知 つながるベンチの会 つながるベンチで木工教室 北原信太郎 38

20 付知 じぃばぁず 地元産の豆・米を使って、味噌。甘酒。地たまり作り 平岩　哲子 40

21 福岡 田瀬ごぞば会 遊歩道環境整備 草野　國満　 42

22 福岡 付知川ヤングあゆ釣りスクール実行委員会 付知川ヤングあゆ釣りスクール実行委員会 大山　安彦 44

23 蛭川 ひるかわ元気村 地域の休遊地及び人材を活用した農作物の栽培と加工品の販売 小田保津美 46

24 蛭川 いのちもり 映画上映会 古田　浩之 48

25 蛭川 クラブ薬研 一色川の環境保全と森林資源の活用 土井　鈴治 50

26 蛭川 柏ヶ根地域の環境を守る会 柏ヶ根地域を住み良い所にする 林　富世 52

27 蛭川 蛭川ママさん朝市会 ひるかわてづくり朝市（世代を超えた地域の交流を目的とするイベント） 玉谷八重子 54

■パートナーシップ部門

№ 地 区 団体名 事業名 代表者 ページ

1 中山道落合宿観光活性化研究会 中山道落合宿観光活性化事業 水野克司 56

2 　 中津川中山道歴史文化研究会 小中学生向け小冊子【中山道落合宿かいわいーさんぽー】編集事業 市岡文彦 58
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人（ 人）

円 平成 26 　　年 6 月 11 日から

( 円） 平成 27 　　年 3 月 31 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

・落合みこし会設
立総会
・美濃市花みこし
見学
・業者と打合せ
・がんサポ申請

・業者と打合せ
・みこし現状把握
・打合せ（3回）

・みこし作成
・落合地区巡回
・おいでん祭参加
・反省会

平成２６年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな おちあいみこしかい 地域名

団体名 落合みこし会 会員数

地区

　人

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな かいちょう　たじみ　けんじ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
会長　多治見　憲二

事業名

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

⑩番号

事

業

内

容

事業の目的

□落合みこしを「おいでん祭」に参加させることにより、落合地域の魅力を地区内外にPRし、地域の活
性化に貢献します。
□落合みこしの整備・補修を行います。
□「おいでん祭」へ唯一の地域みこしとしての参加します。
□落合地域のＰＲ活動に寄与します。
□楽しくみこしを担いでいくことを継承していくために、会員相互間の交流と親睦の充実を図ります。

具体的な活動内容

□落合地域みこしを保存していくために、落合みこし会を設立します。
□現存のみこしの検証を行います。
□けが人が出ないように、みこし軽量化等を実施します。
□チラシや口コミで、みこしの担ぎ手の増員をはかり、交流の拡充を推進します。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

□いろいろな会の寄せ集めであった落合みこしを統一して、落合みこし会を設立しました。
□みこしの軽量化とそれによる強度の脆弱性について素材と予算の折り合いに苦労しました。
□最終的には、アルミにて枠組みを作り、メンバーの奉仕により組み立てることができました。
□担ぎ手の若返りと募集については、趣味の仲間に声を掛け100名を越える担ぎ手を確保することが
できました。
□「婚活みこし！」を企画・募集しましたが、時間と方法が悪くメンバー集まらず中止になりました。

今後の展開（自立に向けた活動）

□結果としてみこしの一部が破損したため修復と補強をする必要があります。
□「婚活みこし！」など新企画による担ぎ手増強と親睦事業の拡充を図ります。
□落合地区も方々に「落合みこし」を知って頂き協力ねがえる様なＰＲ方法に実施していきたいと思い
ます。

180

488,761

落合

25

25

・美濃市花みこし見学　　    　5名
・みこし作成　　　　　　　　　   65名
・おいでん祭　　　　　　　　   110名

落合みこしで地域の活性化事業

kyodo-p
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■みこし作成

　■おいでん祭参加

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）
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人（ 人）

円 平成 26 　　年 6 月 11 日から

( 円） 平成 27 　　年 3 月 20 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

176

落合

42

108

石場搗き（イベント参加）　4回

石場搗き保存事業

事

業

内

容

事業の目的

□地域で伝承されている石場搗きを保存することにより、地域での連帯感とのコミュニケーションを向
上させ、地域の活性化を図ります。
□資機材の老朽化により存続が危惧されているため、資器材の更新を図ります。
□がんばる地域サポート事業の支援を機に改めて持続できる組織の確立を図ります。

具体的な活動内容

□白山神社祭典、地区行事への参加体制を図ります。
□器具の補充、点検をおこないます。
□付知地区などのお祭りに出演し、新たな実演場所の確保、広報活動をおこないます。
□参加されるお客様に十分ＰＲできるように新たに法被の作成をおこないます。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

□大きなイベントのひとつで参加予定の「つけち夢まつり」が雨天により参加できなかったことが残念
でした。
□石場餅搗きは、お客様自身が参加できるため好評で、イベントを盛り上げる演出がでました。
□天候に左右されるため、イベント開催時の天候の見極め、決断には何時も一番苦労しました。
□法被を新しく新調したことにより、会員の石場搗への保存継承の意識が高まりました。

今後の展開（自立に向けた活動）

□「がんばる地域サポート事業」のご支援をいただき持続できる基盤の整備ができました。
□今後も地元を基盤に他地区へのPRを拡大していき、お客様にも自由に参加できる魅力ある石場餅
搗きを保存していくことに努力していきます。
□石場搗には多くの人手が必要なため、後継者の育成にも力を入れて、保存継承に努力していきま
す。

事
業
分
類

番号 ③ 活
動
分
野

④番号

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな はら 　  かつみ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
原　　勝已

事業名

平成２６年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな しもおちあいいしばづきほぞんかい 地域名

団体名 下落合石場搗き保存会 会員数

地区

　人

・白山神社祭典
・菓子まつり
　　　イベント参加

・中山道落合宿
　　　　まつり参加

・器具整備 ・妙見神社祭典参加

kyodo-p
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　■法被の作成

■中山道落合宿まつり

　■宿まつりで餅の無料配付

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）
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人（ 人）

円 平成 26 　　年 6 月 10 日から

( 円） 平成 27 　　年 3 月 13 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

勉強会・探訪

看板設置

「軽便」現地調査等

編集作業 編集委員会

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

294

300,812

落合

15

294

・勉強会・探訪・
             公民館まつり準備　　172人
・中山道看板設置　　　　　　　　　38人
・軽便学習冊子化　　　　　　　　　84人落合の歴史情報発信事業

事

業

内

容

事業の目的

□国史跡に指定された文化財他、落合地域には多くの文化遺産がありますが、その保存継承が課題
となっている。その落合の歴史・文化を次世代に伝承していくことを目的とします。
□落合宿を中心とした埋もれている歴史・文化の堀起し作業をおこなっていきます。
□落合宿の「森林鉄道」、「落合の製塩事業」の学習会の開催とその成果として冊子化を目指します。

具体的な活動内容

□落合の歴史と次世代への伝承の為の学習及び市内地域（中津川宿、苗木等）の学習をおこないま
す。
□落合宿のPRと地域の歴史関心度を高める取り組み（中山道案内看板等設置）をおこないます。
□「軽便（湯舟沢森林鉄道」についての学習に取り組み、その成果物として冊子を作成します。
□「製塩事業」の学習と冊子化に向けての取り組みをおこないます。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

□落合宿及び中津川市内他地域の歴史への認識が深まりました。
□落合の中山道を訪れる人にわかり易い看板等の設置ができました。
□軽便（森林鉄道）の歴史、役割、軌道跡等次世代に伝える事が出来る冊子が作成できました。
□会員の勧誘や活動のＰＲのため、落合公民館まつりで歴史サークルの活動の展示を行った。

今後の展開（自立に向けた活動）

□「落合の製塩事業」、「嵩左坊」、「養蚕」、「用水路」など次世代に知っておいてほしい落合の歴史に
ついての冊子化を行っていきます。
□「塚田手鑑」についても学習の取組を進めていきます。
□冊子を作成し、販売を強化することで、今後の運営費、印刷代などを確保する方法を検討していき
ます。

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

⑩番号

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな たまき  かつひこ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
玉置　克彦

事業名

平成２６年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな おちあいれきしさーくる 地域名

団体名 落合歴史サークル 会員数

地区

　人
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タイプライターテキスト
10



　　■公民館まつり　展示 　　■現地学習

　■軌道跡調査

　　■軌道跡調査

　　■編集委員会 　■冊子「軽便」の発刊

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）
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人（ 人）

円 平成 26 　　年 6 月 10 日から

( 円） 平成 27 　　年 3 月 13 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

植物観察

（開講式） （閉講式）

巨木・銘木の銘板取りつけ

　　　植物観察の写真展示

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

103

217,000

落合

11

88

・観察会　　　　　　　 76人
・公民館まつり　　　  16人
・銘板設置作業　　　11人　　落合地域の植物観察と

　　　　　　　　　　　観察コース整備

事

業

内

容

事業の目的

□落合地域をフィールドにして、野草花、樹木等の観察を行い、自然や植物の生態を区民・市民にＰ
Ｒすることで、自然環境についての理解を深め、動植物保護や自然環境、環境保全の意識の高揚を
図ることを目的としています。
□これまでの観察記録と過去の文献を併せて製本し、次世代へ伝えます。

具体的な活動内容

□植物観察活動の普及と宣伝活動を行います。
□落合の巨木・銘木の銘板取りつけを行います。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

□植物観察活動の普及と活動成果として公民館まつりに植物写真の展示しました。
□落合公民館の図書ルームに落合地区に生態する植物の写真を常設展示しました。
□樹木に銘板設置作業を実施しました。
□誰でも自然とふれあえる植物観察コースの企画しました。
□花めぐりマップを作成しました。（予定）

今後の展開（自立に向けた活動）

□落合の植物写真を展示（落合公民館、各号区公会堂、鉱物博物館等）していきます。
□落合地区の主な樹木の種名と説明板を作成していきます。
□植物観察コースの整備、案内マップの作成し、落合の豊かな自然をＰＲしていきます
□冊子「落合の植物」の発刊（続編）していきます。
□自然植物観察会を企画し、行政やまち協と連携して実施していきます。

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

⑩番号

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな たまき　かつひこ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
玉置　克彦

事業名

平成２６年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな すみれかい 地域名

団体名 スミレ会 会員数

地区

　人

kyodo-p
タイプライターテキスト
12



　■公民館まつり展示準備 　■公民館まつりに植物の写真展示

　■落合川左岸の植物観察 　■収集した植物の調査

　■樹木銘板設置作業 ■落合の巨木・銘木調査

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

kyodo-p
タイプライターテキスト
13



人（ 人）

円 平成 26 　　年 6 月 5 日から

( 円） 平成 27 　　年 3 月 13 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

・会の立上げ
・規約の作成
・がんサポ申請

・鉢植の花準備
・Tシャツの作成
・PRチラシ作成

・中山道五宿
　　　　　の宣伝
・本町、白木屋、馬
籠、郵便局、落合
宿の絵展示

・妻籠宿で五宿の
　　　　　　　打合せ
・花の見回り
・秋の花植え

・中山道まつりで、
栗で羊かん、からす
みつくり
・JRギャラリー五宿
の展示PR

・中山道まつりに向け
て、花の準備

平成２６年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな なかせんどうおちあいひめじゅくのかい 地域名

団体名 中山道落合姫宿の会 会員数

地区

　６人

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな こんの　　　　みえ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
紺野　みえ

事業名

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

④番号

事

業

内

容

事業の目的

□落合宿の歴史と文化を掘り起こし、訪れる観光客に女性の目線からのおもてなしを磨くことを目的
とします。
□中山道落合宿及び史跡中山道の景観環境整備を行うことで地域の活性化を図ります。
□本陣の公有化に伴い、中山道落合宿の歴史と文化の保存伝承により観光客へのＰＲを図ります。
□会員の拡大と会員相互の親睦を図ります。

具体的な活動内容

□中山道の町を花で飾り、さわやかな景観環境づくりを行います。
□中山道ウォーク（中山道落合宿まつり）のイベントに参加し、女性らしいおもてなしを行います。
□中山道五宿姫宿の会と連携し、より中山道の活性化を図ります。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

□中山道五宿姫宿の会として連携し情報交換、交流会等でこの会の活動につなげる事ができました
□中山道落合宿まつりはあいにくの天気でしたが、抹茶のふるまいを行い、予想以上の人が来て下さ
りお客様の笑顔を見て、会の活動に自信を持つことができました
□ぎふ１７宿体験プログラムに落合宿藍染め体験会を開催し落合宿のイメージアップに貢献しました

今後の展開（自立に向けた活動）

□本陣の修繕完成までには、中津川宿の境から馬籠宿の境まで、花飾りなど景観環境整備を統一す
る活動を目指していきたいと考えています。
□落合宿ならではのおもてなしを企画実施していく中で、今後の活動の自立に向けて、運営資金を得
る仕組みづくりを考えていきたいと思います。
□私たち自身が楽しく活動をすることにより、会員の拡大を目指していきたいと思います。
□まちづくり推進協議会と連携しながら、本陣の地元管理の受け皿づくりを検討していきます。

18

206,000

落合

6

・鉢植えの準備　　　　　　　　　6人
・五宿の打合せ　　　　　　　　　6人
・落合宿まつり　　　　　　　　　　6人　　中山道落合宿の観光客

　　　　　　　　　　　　おもてなし事業

kyodo-p
タイプライターテキスト
14



　■中山道鉢植え配付① 　■中山道鉢植え配付②

　■ぎふ17宿体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ藍染体験 　■落合宿まつり抹茶ふるまい①

　■落合宿まつり抹茶ふるまい② 　■落合宿まつり抹茶ふるまい③

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
ノート注釈
kyodo-p : Unmarked

kyodo-p
タイプライターテキスト



kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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人（ 人）

円 平成 26 　　年 7 月 1 日から

( 円） 平成 29 　　年 11 月 30 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

60

坂下地区

25

12

郷土資料館整備事業

事

業

内

容

事業の目的

１．地域に眠る郷土の古民具、埋蔵文化財、書籍等を集め、郷土資料の喪失を防ぐと共に保存を
　　行う。
２．集めた郷土資料の修復、分類により地域住民に向けて展示が行えるようにする。
３．資料館オ－プンイベントを開催し、周知及び住民の見学促進を図る。

具体的な活動内容
１年目の活動
１．仮称「坂下地区民俗資料室」は旧坂下病院手術室であるので、資料保存庫、資料展示室として利用するための工夫。
２．現在、古民具、埋蔵文化財などが乱雑に詰め込まれている状況であり、この状態を解消しつつ保存庫、展示室を整えて行く作業。
３．棚など分会・組み立てる工具、膨大な量の埋蔵文化財を収納する箱など購入準備作業。
４．古民具の大移動、埋蔵文化財を遺跡別、年代別、種類別等を考慮し袋詰め箱詰めと記録個票作成作業。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

１．各所に積み上げられていた古民具類は定めた保存庫に収納できた。まだ、分類は出来ていない。
２．古民具等展示スペースをある程度整備できた。展示法を工夫はこれからである。
３．埋蔵文化財では古墳時代、中世時代の物についてかなり収納できた。
４．古文書等書籍は目録作成の最中である。保存場所等は手つかずである。
５．会員数は２５名だが、他の活動に従事してみえたり、年齢が高く健康などのこともあり、活動参加会
　　員は１０数名であった。

今後の展開（自立に向けた活動）

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

④⑩番号

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな はやかわひでお

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
早川　英雄

事業名

平成２６年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな さかしたちくきょうどぶんかざいほぞんかい 地域名

団体名 坂下地区郷土文化財保存会 会員数

地区

　人

kyodo-p
タイプライターテキスト
30



↑９／２６古民具収納庫整備と移動

↑８／２２古民具収納庫整備

↑展示室の整備前の状況

１／２３整備後の展示室→

↓８／２２埋文収納作業

↓１０／２４埋文収納作業

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

kyodo-p
タイプライターテキスト
31

kyodo-p
ノート注釈
kyodo-p : Marked



kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

計画会議 反省会

コンテスト 研修会

交流会

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

事

業

内

容

事業の目的

　東濃地方を中心とする山間地域では、ハチノコ食が盛んであるが食文化の均一化と、対象とな
る可食昆虫の減少により、衰退しつつある。　しかしその一方で地域文化として見直されており
都市住民や地域の子供たちに伝承しつつ地域資源として活用。

具体的な活動内容

（1）会員の視察研修会の実施（２月、９月）
（2）飼育技術の向上、はいばちコンテストの実施（11月）、飼育箱の研究会（６月）
（3）はいばち文化の伝承、都市住民の交流会の実施（11月）

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

　ネオニコチノイド系農薬の被害が深刻であるので散布地域から離れた場所の設定、飼育箱の
研究などで当地域の成果は顕著なものがある。

今後の展開  （自立に向けた活動）

　はいばちの保護、伝承活動を継続。
　昆虫食文化の普及活動
　会員相互の研修、会員募集

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

番号 ⑩

山の食文化伝承事業

総事業費 　　１０６，０００　円
実施期間

　　平成２６年６月１日から

内（補助金額） （　　　９０，０００　円） 　　平成２６年２月１５日まで

会員数 　　　　　　３６　　人

ふりがな かいちょう　やすえ　なおし

延べ
参加人数

内（会員数）

　　１００人（４０人）

代表者名 会長　安江　　尚

事業名

平成２６年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな かしもはいばちけんきゅうかい 地域名 　　　加子母　地区

団体名 加子母はいばち研究会

研修会 

kyodo-p
タイプライターテキスト
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

平成２６年１１月２日開催 「第１１回 加子母はいばちコンテ

手塩にかけて育てた巣 親蜂に注意しながら取り出しま

飼育後巣箱より取り出された” 優勝者は”４，６ｋｇ”を飼育 

合わせて開催された”料理研修 ”はいばち”の成虫（クロスズメバ

kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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kyodo-p
タイプライターテキスト
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人（ 人）

円 平成 26 　　年 6 月 5 日から

( 円） 平成 27 　　年 3 月 20 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

材料準備 材料準備 ソーラー武道館 ｢木で繋がる展」

木工教室（予定）

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

平成　26 年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな つながるべんちのかい 地域名

団体名 つながるベンチの会 会員数

地区

　人

総事業費
実施期間

内（補助金額） 189,000

ふりがな きたはらしんたろう

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
北原信太郎

事業名

事
業
分
類

番号 ③ 活
動
分
野

⑥・⑦番号

事

業

内

容

事業の目的

木材関連産業、林業への注目度や理解を深める目的で、地産木材を使い連結
できる小型ベンチをパーソナルに提供し、小中学校や家族イベント、音楽イベント
に参加する形で、木材や木製品をエコにつなげるものとして広く利用いただける
ようにＰＲするため、会員が製作指導や木工教室、説明会等を行う。

具体的な活動内容

中津川ｔｈｅ　ｓｏｌａｒ　ｂｕｄｏｋａｎでは、フードコートの休憩場所としてツナガルベン
チを提供し、さらに出演アーチストにサインを入れてもうことで注目を高めた。　｢
木で繋がる展」は開催者からのオファーで特別に展示として招へいしていただ
き、東京恵比寿でベンチをＰＲすることが出来た。また、展示品とは別に受注を取
ることも出来ました。　付知北・南小６年生を対象に木工教室を実施。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

ソーラー武道館は２年連続の参加なので憶えていてくれるリピーターもあり、アーティスト
の皆さんも恒例でサインを頂き、それが２月の｢木で繋がる展」出品のきっかけになりまし
た。｢木で繋がる展」はテーマがよく似ていて展示自体をシンボリックに現すモチーフオブ
ジェとして招いていただき,DM等にもメインの扱いで取り上げていただいた。こういった勢い
をもっと活用して独自の企画を企てていればもう少し延び代がが出来ていたものと思いま
す。

今後の展開（自立に向けた活動）

大小イベントに出展して木の製品をPRする目的は重ねて参加することでかなり
手ごたえを感じています。次のステップとして木の製品やそれにまつわる出来事
を体感してもらったり実際に買い求めていただく。付知に人を呼び込み方法を考
えていきたいです。

10

483,325

付知

4

4

ソーラー武道館約１万人来場
木で繋がる展　　　約３００人
木工教室(北小・南小６年）

「ツナガルベンチ」イベント開催

kyodo-p
タイプライターテキスト
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木工教室（予定）

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

中津川ソーラー武道館では２つの

ブースでＰＲしました。 
フードコート(食堂街）の休憩用ベン

チを提供しました。 

出演アーチストの皆さんにベンチに

サインをもらいました。 

「木で繋がる展」                

関東の木工作家の作品 展示風景 

「木で繋がる展」会場に「ツナガルベ
ンチを」提供し、展示してもらいました。 

kyodo-p
タイプライターテキスト
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①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

第１回会議 第３回会議 来賓を招いて地味噌の料理などの試食会開催

がんサポ申請書提出について麹の販売について 米麹作り・販売

第２回会議 今後の日程について 各自で麹製品作成 米・麦・豆麹作成

今後の活動について 米麹作り・販売 米・麦・豆麹作成・味噌の仕込み

４月 ６月 １０月 １１月 1２月 ２月 ３月

事

業

内

容

事業の目的

地元産で採れた大豆・米を使って地味噌や地だまり等を作り、付知の味噌作りで地域活性化を図
る。
味噌作りを通じて仲間との絆を深めていく。
付知の麹屋としての機能を果たせることを目指しての麹作り。

具体的な活動内容

・来賓の方々をお迎えして、味噌、麹を使った料理の試食会開催（しょう味噌、きゅうりの味噌漬、味噌
汁、鮭の甘酒漬等）
・備品の不足分の購入（ろじ、蒸し釜蒸し器、２０ℓ容器）。
・地域のスーパーから米麹の注文を受け販売。
・じぃばぁずの活動を理解してもらった上で米麹販売。
・付知町新年会会場にて地味噌の味噌汁を振舞う。
・６回の麹作りを行う。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

・６回の麹作りで、回を重ねるごとに、蒸した材料が麹として完成するまでの昼夜問わず３日間の
２～３時間おきの温度、湿度管理の適切なローテーションを組めるようになり、省力化が図れた。
・麹作りの活動では、労務費を賄うまでには至らなかった。
・付知町新年会での地味噌の味噌汁は好評であった。

今後の展開  （自立に向けた活動）

・麹作りの技術と作業工程はいまだ未熟であるため、今後も引き続き作業の効率化と技術の習得
に努め、その技術を継承していきたい。
・イベント等に参加し、地味噌で作った味噌汁や甘酒などを無料配布しながら、団体の活動と自分
たちで作った味噌をＰＲし、麹作りや味噌作り、地味噌の本当の味を地域の人に知ってもらう。
・さらに活動に興味をもってもらうことで、地域の仲間を増やしていく。

事
業
分
類

番号 ③ 活
動
分
野

番号 ④・⑦・⑩

地元産の豆、米を使って、味噌、甘
酒、地だまり作り

総事業費 ２７８,６７７円
実施期間

　　平成２６年４月７日から

内（補助金額） （　　１１１,０００円　） 　　平成２７年３月１０日まで

会員数 　　　　　８　　　　　人

ふりがな ひらいわ　てつこ

延べ
参加人数

内（会員数）

　　　　１６４人（　１６４　人）

代表者名 平岩　哲子 企画会議　６＋６＋６＋６＝２４人
第1回麹作り24人第2回麹作り24人
第3回麹作り24人第4回麹作り20人
第5回麹作り24人第6回麹作り24人

事業名

平成26年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな じいばあず 地域名 　　　　　　　　　　付知　　　地区

団体名 じぃばぁず

清潔な新品のろじが出来上がりまし
た。
りました。

kyodo-p
タイプライターテキスト
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

購入した２０リットルの器で材料を洗

い、ふやかす。 

 

蒸かす器具をもう一基購入し蒸かし時間を
短縮 

付知町新年会会場にて味噌汁の振舞

い 

清潔な環境で麹作りをするため、作業
着を作りました。 

清潔な新品のろじが出来上がりまし
た。容量が大きくなり扱いがしやすくな

りました。 
 

 

来賓の方々をお迎えして、麹と地味噌を
使った料理の試食会開催 

kyodo-p
タイプライターテキスト
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人（ 人）

円 平成 26 　　年 7 月 1 日から

( 円） 平成 27 　　年 3 月 20 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

雑木切り 整地作業

草刈

土砂運搬

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

平成    年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな たせごぞばかい 地域名

団体名 田瀬ごぞば会 会員数

地区

　人

総事業費
実施期間

内（補助金額） 　200,000円

ふりがな くさの　　くにみつ 

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
草野　國満

事業名

事
業
分
類

番号 ① 活
動
分
野

 ③番号

事

業

内

容

事業の目的

　3年前、付知川のほとりに北グランド、消防署、区民会館と公園を田瀬の中心に、諸施設が出来た後
の川近く付近が雑木等荒れていた土地を、手をかけて歩ける場所にするために環境整備事業に取り
組んだ。

具体的な活動内容

高齢者をはじめ、市民の集える親睦と体を動かせる場つくりを年次別に、期間内に工事を終えるよう
計画をし、終えることができた。田瀬区の協力により適した土砂を大量に搬入ができ整備することがで
きた。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

諸施設の建設に合わせ、当初から桜の木・もみじの木等相当に成長して春も秋も楽しむことが出来る
ように併せてマレットゴルフ場が完成してすばらしい環境整備事業ができた。

今後の展開（自立に向けた活動）

マレットゴルフの練習を中心に楽しんで活動ができる様に盛り上げて、体と心の健康をモットーとして
年中続けられるように努力します。　今後は青流付知川の観光資源を有効に活用するために、島田橋
まで堤防を兼ねた歩道を考えています。

107

　202,400円

田瀬

29

29

遊歩道環境整備

kyodo-p
タイプライターテキスト
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

着工前 土砂を運搬後の整地作業

人力で均しています。　１ 人力で均しています。　２

完成 対岸から

kyodo-p
タイプライターテキスト
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人（ 人）

円 平成 26 　　年 7 月 1 日から

( 円） 平成 27 　　年 3 月 20 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

実行委員会・チラシ配布

スクール開講

ふるさと祭りサポート

反省会

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

平成26年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな 地域名

団体名 付知川ヤングあゆ釣りスクール実行委員会 会員数

地区

　人

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな おおやま　やすひこ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
大山　安彦

事業名

事
業
分
類

番号 ① 活
動
分
野

③番号

事

業

内

容

事業の目的

「あゆ掛け」を含めた魚釣りが、他の遊びの興味心に押され大自然での遊びが気薄化がみられている
ため、親子を含め楽しんだあの釣りの醍醐味、大自然の中で遊ぶ楽しさをもう一度子どもたちに体験
させたい。

具体的な活動内容

日時　　　　　アユ釣りスクール　日程　7月29日　（火）
年齢対象　 小学校4年生から中学生
場所　　　　 付知川（田瀬区民会館付近）
参加者　　　生徒29名

その他　　　8月　ふるさとまつり　ます釣り大会

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

地元の子供たちが、普段では関わらない付知川を魚釣りを通して、青川である川を親しんでいただくと
共に、魚釣りの楽しさや興味を持っていただいた。
これを後世に引き継ぐことにより、きれいな付知川を保つことで出来ると信じている。

今後の展開（自立に向けた活動）

今後は、地元の子供・周辺への地域の子供たちなどにも声をかけ、青川である付知川を活用し、引き
続き魚釣り（アユかけ）を通しておこない、勉強会などを開き自然の大事さを知ってもらうよう伝えてい
きたい。

100

　249,000円

10

10

生徒　２９名
保護者、会員　７１名

付知川ヤングあゆ釣りスクール実行委員会

kyodo-p
タイプライターテキスト
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

参加者受付 記念撮影

釣りを行ってます 指導をおこなっています

何匹、釣れたかな？ 修了証を受けての記念撮影

kyodo-p
タイプライターテキスト
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（ 人）

円 平成 26　　年 6 月 11 日から

( 円） 平成 27　　年 3 月 10 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

検討委員会

現地調査 看板設置

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 ３月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

平成２６年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな なかせんどうおちあいしゅくかんこうかっせいかけんきゅうかい 地域名

団体名 中山道落合宿観光活性化研究会 会員数

地区

　人

総事業費
実施期間

内（補助金額） 500,000

ふりがな みずの　かつし

延べ
参加人数
内（会員

数）

代表者名
水野　克司

事業名

■パートナーとして活動していただいた文化振興課、観光課と連携し補助事業等を活用して
　今回、実施できなかった案内板の補修や新設を行い、観光客に楽しく歩いてもらえる環境
　づくりを目指します。
■中山道の資源を活用した事業展開を市と協力して進めていくよう努めます。
■落合宿のみならず、市内の案内看板、指示標識のガイドラインを作成することが急務と考
　えられますので、市において地域団体も含めた検討委員会の設立を要請していきます。

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

④番号

中山道落合宿観光活性化事業

事

業

内

容

事業の目的

■平成２２年２月に国史跡に指定された落合宿の観光活性化を図ります。
①岐阜の宝ものに認定された中山道落合宿に多くの観光客を誘客することで賑わいを創出し
　地域の活性化に資する。
②多くの観光客が訪れることで地域住民が自分たちの住むまちの歴史・文化そして魅力を再
　認識することで、郷土への愛着心を育てることができる。
③国史跡や登録文化財だけでなく落合地区内の中山道に静かにたたずんでいる石仏等に標柱
　を設置することで観光のまちのイメージアップを図る。

具体的な活動内容

■落合地区内の中山道を徒歩により名称案内板、方向案内板等を調査し課題の把握を行った
■上記の調査により案内板設置・撤去・移設・表示の修正・訂正が必要な個所が４３箇所あ
　り、約２０回の検討委員会を開催しその中から９箇所を今回の事業対象とし実施した。
■観光客にとって案内板が必要な場所に新たに案内板を設置した。
■国史跡や登録有形文化財だけでなく、石仏・馬頭観音など中山道に静かにたたずむ文化財
　の標柱を設置した。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

■この事業を実施するにあたって、文化振興課、観光課及び落合事務所の指導、協力を得て
　協働で実施することにより地域と行政の観光案内板に対する共通認識を得ることができた
■観光客の来訪目的は、その地域の観光資源や風景・風土、文化等にふれることであり、観
　光情報の提供等受け入れ環境の整備はあくまでそれを支援するためにある。案内標識では
　位置案内に関する情報を中心に、多数の人に共通の基本的な情報を分かりやすく表示すべ
　きであることが、活動を通して理解することができた。

今後の展開（自立に向けた活動）

80人

505,619

落合

16

16

・検討会　　　　　　　　　　56人
・現地調査           　　　 16人
・看板設置作業　　　　　 　　8人

kyodo-p
タイプライターテキスト
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■公民館まつりで設置個所を周知

　■医王寺設置前 ■設置作業中 ■設置完了

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

■落合宿「上町の常夜燈」国史跡に指定されていますが何故か案内看板が2枚！？

■現地調査を実施 ■指示板：恵那市は距離が記載されているが中津川市はない！？

■約20回の検討委員会を開催

kyodo-p
タイプライターテキスト
57



人（ 人）

円 平成 26 　　年 7 月 29 日から

( 円） 平成 27 　　年 3 月 31 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

実地踏査見聞・査・見聞・資料収集

　　下書き原稿作成　　　　　　　締切

読合せ・検討 　　完成

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

560,000

全国

97

73

中山道落合宿実地見聞探訪　５回１５人
資料収集及び編集会議　１３回４３人
下書き原稿作成日数　　２ヶ月
原稿検討会議　１０回３７人

小中学生向け小冊子「中山道落合
宿かいわいーさんぽー」編集事業

事

業

内

容

事業の目的

「わが町、わが村に誇りを！」
中山道の歴史を子どもたちに少しでも分かり易く伝えるための資料として、中山道歴史資料館（文化振
興課）との協働により編集・発刊して、歴史を学び、先人を尊崇する一助としたい.

具体的な活動内容
実際に落合宿へ実地踏査（新茶屋～三五沢）をする。
史跡等の近在の人から話を聞く。
可能な限り編集会議を多く実施する。
親子で学びあえるような編集を考える。
出前授業を考慮においた編集を考える。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

実際に現地（落合宿）へ取材に行った。そこの住む人により詳しく話を聞いて、取材することが必要で
あった。
ＮＰＯ会員の老齢化により現地で資料収集にあたる人数が限られた。また、電子機器の扱いのできる
人が少なく、まとめに時間がかかった。

今後の展開（自立に向けた活動）

学校だけでなく、要請のあるところへは出前講座に出張・販売
六斎市などにも講座を開講・販売
協力願える区長さんへの働きかけ等により資金を蓄え、次の資料への足がかりを作る。

⑨⑩   番号

総事業費
実施期間

内（補助金額） 500,000

事
業
分
類

番号 ③ 活
動
分
野

ふりがな 　　　　なかつがわなかせんどうれきしぶんかけんきゅうかい 地域名

ふりがな 　　　　　                      　　いちおかふみひこ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
理事長　市岡文彦

事業名

団体名 特定非営利活動法人中津川中山道歴史文化研究会 会員数

地区

　人

平成 ２６ 年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書
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編集会議

ロケ現場写真の選択

善昌寺

医王寺

石畳

本陣

編集打ち込み作業

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

kyodo-p
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